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令和３年10月15日発行

こども園
運動会

ひ
ろ
の

　さわやかな天候
の中、こども園運
動会が開催されま
した。
　かけっこのあと
もみんな元気に仲
良く楽しそうです。
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９月
定例会

こ
ん
な
こ
と
が
決
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令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
29
の
議
案
等
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
は
決
算
議
会
で
も
あ
り
、
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
及
び
６
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
を

認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

及
び
、
様
々
な
団
体
か
ら
届
い
た
陳
情
な
ど
を
受
け
、
議
員
が
提
案
し
た
３
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、

国
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
道
の
駅
整
備
が
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
原
因
を
究
明
す
る
た
め
、「
道
の
駅
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

提
出
者 

黒
田　

政
徳

賛
成
者 

畑
中　

大
子

賛
成
者 

北
郷　

伯
弘

【
内
容
】

①
他
の
地
方
歳
出
に
不
合

理
な
し
わ
寄
せ
が
な
い
よ

う
、
十
分
な
総
額
を
確
保

す
る
こ
と
。

②
緊
急
経
済
対
策
と
し
て

講
じ
ら
れ
た
固
定
資
産
税

等
の
特
例
措
置
は
、
期
限

の
到
来
を
持
っ
て
確
実
に

終
了
す
る
こ
と
。

③
土
地
に
か
か
る
固
定
資

産
税
の
負
担
調
整
措
置
は
、

今
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

④
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

税
の
環
境
性
能
割
の
臨
時

的
軽
減
の
延
長
は
断
じ
て

行
わ
な
い
こ
と
。

⑤
炭
素
に
係
る
税
を
創

設
・
拡
充
す
る
場
合
は
、

地
方
に
税
源
配
分
す
る
こ

と
。

提
出
者 

畑
中　

大
子

賛
成
者 

黒
田　

政
徳

賛
成
者 

北
郷　

伯
弘

【
内
容
】

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
経
済
的
に
困
窮
し
て
い

る
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の

就
学
・
修
学
を
保
障
す
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
お

い
て
も
、
全
額
国
費
で
支

援
す
る
「
被
災
児
童
生
徒

就
学
支
援
等
事
業
」
の
継

続
と
、
十
分
な
就
学
支
援

に
必
要
な
予
算
確
保
を
行

う
こ
と
。

提
出
者 

畑
中　

大
子

賛
成
者 

北
郷　

伯
弘

賛
成
者 

門
馬　
　

巧

【
内
容
】

　

糸
満
市
摩
文
仁
を
中
心

に
広
が
る
南
部
地
域
で
は
、

沖
縄
戦
で
犠
牲
を
強
い
ら

れ
た
沖
縄
県
民
や
命
を
落

と
さ
れ
た
兵
士
の
遺
骨
が

残
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
76

年
が
経
過
し
た
今
で
も
戦

没
者
の
収
骨
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
道
的
に
許
さ
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
悲
惨
な
沖
縄

戦
の
戦
没
者
の
遺
骨
等
が

混
入
し
た
土
砂
を
埋
め
立

て
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

　

門
馬
巧
議
員
の
発
議
を

可
決
し
、
道
の
駅
整
備
が

休
止
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
原
因
を
究
明
す
る

た
め
の
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

委
員
に
は
、
議
長
を
除

く
９
人
全
員
が
指
名
さ
れ
、

委
員
の
互
選
に
よ
り
、
委

員
長
に
は
発
議
者
の
門
馬

巧
議
員
、
副
委
員
長
に
は

畑
中
大
子
議
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

防災対策工事中の現場

３
つ
の
意
見
書
を
可
決

３
つ
の
意
見
書
を
可
決

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の
継
続
と

被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求
め
る
意
見
書

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を
含
む
土
砂
を
埋
め
立
て
に

使
用
し
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

道
の
駅
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

提
出
先

　

衆
議
院
議
長

　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官

　

財
務
大
臣

　

総
務
大
臣

　

経
済
産
業
大
臣

　

経
済
再
生
担
当
大
臣

提
出
先

　

復
興
大
臣

　

文
部
科
学
大
臣

　

総
務
大
臣

　

財
務
大
臣

提
出
先

　

衆
議
院
議
長

　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣

　

外
務
大
臣

　

厚
生
労
働
大
臣

　

国
土
交
通
大
臣

　

環
境
大
臣

　

防
衛
大
臣

　

 

沖
縄
及
び
北
方
対
策

担
当
大
臣

９月補正予算

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一 般 会 計 2億9513万円 64億1766万円

国 民 健 康 保 険 2090万円 8億3652万円

土 地 開 発 事 業 1264万円 1億6888万円

公 共 下 水 道 事 業 1005万円 2億3034万円

農 業 集 落 排 水 事 業 178万円 4142万円

介 護 保 険 4159万円 7億  560万円

後 期 高 齢 者 医 療 35万円 2179万円

合 計 3億8244万円 84億2221万円

主な内容

●築地ケ丘体育館施設管理費 9205万円

　※築地ケ丘体育館の解体工事費及び工事監理委託料

●エネルギー構造高度化・転換理解促進事業費補助金 7398万円

　※脱炭素化・低炭素化等の技術面・経済面・社会面での調査費用

●広野町新型コロナウイルス対策中小企業者等支援事業補助金 1344万円

　今回の補正は、新型コロナウイルス感染症の影響が長引くこ

とで、売り上げが大きく減少する町内の中小企業者等の事業継

続を支援するための費用などが計上され、一般会計は歳入歳出

それぞれ２億9513万円増額され、総額で64億1766万円とな

りました。
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議案第56号　�広野町福島県特定事業活動振興計画に基づく町税の特例に関する条例の制定に
ついて

 議案第57号　�広野町福島県新産業創出等推進事業促進計画に基づく町税の特例に関する条例
の制定について

　　　　　　（�県の特定事業活動振興計画に基づき町内に施設等を新設、増設した場合の固定
資産税の課税免除をするための条例）

議案第74号　鈴木 利令 氏

議案第80号　小野 謙治 氏

その他の可決議案

農業委員会委員の任命に同意
　令和３年６月25日の第５回臨時会で否決した、農業委員会委員の任命に関する同意を求める議案が再

募集を経て提出されました。

　第５回臨時会後に、農業委員会から否決理由の照会文書が提出されたこともあり、白熱した討論が繰

り広げられましたが、採決の結果、全員を適任者と認め任命に同意しました。
１．鈴木 利令 氏　　２.大和田 義英 氏　　３.渡邉 幸貴 氏　　４.矢内 豊 氏
５．猪狩 和也 氏　　６.松下　　 功 氏　　７.小野 謙治 氏　　８.根本 忠 氏

反対４

反対４

門馬　巧
議員

門馬　巧
議員

阿部 憲一 
議員

阿部 憲一 
議員

遠藤　浩
議員

渡邉 正俊
議員

黒田 政徳
議員

門馬まりえ
議員

北郷 伯弘
議員

　文書をもって議長に異議を申し立てるような行為をする方を農業委員に任命
することには反対します。

　農業委員会は、行政の一翼を担う組織であり、委員は報酬等を支給される非
常勤公務員です。
　３年前に同意した小野さんについて、強い批判がありました。
　この方が社会規範に照らしてふさわしくない行動を行い、世間に迷惑をかけ
たことは知る人ぞ知るところですので反対します。

　町長、副町長、産業振興課長が異議申し立ての過程を認識しておらず、手続
きに納得できないため賛成しかねます。

　この方がふさわしくない行為を行ったのか行っていないのか、町がしっかり
と確認したか不明で、説明では判断できないため賛成できません。

　この方は、これまでも農業に従事し、常に熱い思いと後継者の育成などにも
力を注いでおり、農業委員としては適任だと考えるので賛成します。

　この方は、震災以降、地域の農業を真剣に考え、地域の農業振興のため頑張
ってこられた方です。
　農業委員としてふさわしく、欠格事由にも該当していません。
　人権を最大限に尊重して賛成します。

　文書による抗議があったのであれば議会軽視だと考えますが、会としての立
場で提出されたものと認識しています。
　今回は農業委員個人の任命に関する同意ですので、このことは委員会で議論
していただくうえで、農業行政の一翼を担っていただけるのであれば私は賛成
します。

人権擁護委員
２人適任
　島村� 智子氏(再任)と

根本� 耕一氏(新任)の人

権擁護委員への推薦に、

適任と認めることに決し

ました。

　田植えや草刈りなどを一生懸命にされているところを目にしています。
　いろいろな風評も聞きましたが、明らかに風評被害で、一生懸命に農業に取
り組んでいることを評価して賛成します。

　農業のかたわらで、別の立場でも住民のお世話をしている方です。
　未来に向かって一生懸命に取り組む姿勢を応援し賛成します。

賛成５

賛成５

教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
に
渡
辺 

昇
氏(

再
任)

を
適

任
者
と
し
て
認
め
、
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
と
は
同
級
生
で

す
が
、
教
育
・
学
術
に
関

し
て
同
年
代
で
も
ピ
カ
イ

チ
で
す
。

　

任
命
要
件
も
満
た
さ
れ

て
お
り
、
教
育
委
員
と
し

て
間
違
い
な
い
と
思
い
ま

す
の
で
賛
成
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
は
、
交
通
安

全
や
社
会
問
題
で
あ
る
コ

ロ
ナ
感
染
症
な
ど
に
も
配

慮
を
要
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
内
に
生
活
実
態
が
な

け
れ
ば
、
学
校
等
の
状
況

も
把
握
で
き
ず
、
教
育
委

員
の
職
務
を
全
う
で
き
な

い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
任

命
に
反
対
し
ま
す
。

賛
成

黒
田 

政
徳 

議
員

反
対

門
馬　

巧 

議
員

渡辺　昇　氏　(下北迫)

島村　智子　氏　(下北迫) 根本　耕一　氏　(上浅見川)

討
論

賛
成
７

反
対
２



令和２年度決算のあらまし
　一般会計の歳入面では、約59億473万円で
前年度と比較して約４億6356万円増加していま
す。
　町税は、町民税個人分及び固定資産税は減
少したものの、町民税法人分の増加により約25
億5553万円、前年度と比較して約0.3％増加し、
令和２年度も東日本大震災による震災復興特
別交付税が３億8610万円交付され、財政調整
基金年度末残高は約531万円増加しました。
　しかしながら、広野火力発電所に係る固定
資産税大規模償却資産分は、今後も逓減が予
測され、その他の税収増は見込めない状況に
あるため、中長期的に歳入財源の確保は厳し
さを増すものと思われます。
　また、町税及び使用料等の収入未済額には、
不納欠損処理を行ったこともあり、前年度と
比較して約858万円減少し、実質未納額は、約
6801万円となっています。
　収入未済額の縮減は、自主財源の確保及び
負担の公平性の観点からも最も重要な課題で
あることから、滞納の長期化の抑制、滞納者
への早期対応など有効かつ効果的な徴収対策
を行うなど、町税等収納の向上に積極的に努
められるよう望みます。

総括意見
　令和２年度の事業については、関係諸
帳簿及び証拠書類と照合した結果、決算
計数は正確であり、適正に執行されたと
認めることができます。

審査のむすび
　町の財政状況は、広野火力発電所の大
規模償却資産税への依存度が依然として
高い状況にあります。
　財政力を示す指標である財政力指数
は、１を超えるほど余裕財源を保有する
こととなります。
　令和２年度は、1.077となり、元年度に
引き続き普通交付税が交付されない不交
付団体となりましたが、令和２年度に実
施した施策の結果を検証するとともに、
町民のための優先事業等を見極め、さら
なる財政の健全化を図る必要があると思
います。
　また、国民健康保険や介護保険特別
会計の給付費は、高い水準で推移してい
ます。
　国民健康保険事業においては、町民の
生活習慣病対策の強化策として特定健康
診査及び特定保健指導が実施されていま
す。
　国は、特定健康診査の受診率を対象者
の60％としていますので、特定健康診査
の受診率の向上に努めていただきたいと
思います。
　介護保険特別会計についても65歳以上
の高齢者の割合が32.5％となり今後在宅
サービス、居宅サービスは増加も考えら
れますので、高齢者の疾病の早期発見、
適正医療による重症化防止により、歳出
の削減に努めるよう要望します。

黒田 惣一 代表監査委員

7 6

29

年

度

決

算

29

年

度

決

算

令和２年度

決算 事業の成果を認定事業の成果を認定

アートイベントで書かれた壁画(二ツ沼総合公園)　町独自の聖火リレー盛り上げイベント

舗装された松葉線(下北迫) 一般会計決算の起立採決
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29

年

度

決

算

29

年

度

決

算

令和２年度　決算の概要

一般会計歳出決算・貯金と借金の推移

48億6万円 

20億5044万円  20億411万円 

26億3542万円 25億1226万円 24億4170万円 24億4702万円 

167億3185万円 

117億9496万円

82億9981万円 64億8661万円 

53億2407万円 

20億円

0円

40億円

60億円

80億円

100億円

120億円

140億円

160億円

180億円

24億3255万円  23億575万円  

22億1565万円  21億7023万円 19億6804万円 17億6763万円 

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 令和２年度

一般会計歳出決算額 基金・積立
（貯金）

地方債
（借金）

前年比
10.9%増

扶助費
2億1434万円(4%)

公債費
2億1660万円(4.1%)

災害復旧事業費
1億1282万円(2.1%)

億
維持補修費
1億6179万円(3.1%)

投資出資貸付
2220万円  (0.4%)

普通建設事業費
9億644万円

(17.0%)

人件費
6億9518万円

(13.1%)

投資的経費
10億1927万円

(19.1%)

義務的経費
11億2613万円

(21.2%)

その他経費
31億7866万円

（59.7%）

物件費
11億3366万円

(21.3%)

億
補助費等

10億9818万円
(20.6%)

億
積立金

2億971万円
(3.9%)

億
繰出金

5億5309万円
(10.4%)

歳出決算額
53億2407万円

歳入決算額
59億473万円

地方譲与税        3131万円
利子割交付金        60万円
地方消費税   1億568万円

地方特例             　299万円
地方交付税   3億8656万円
その他                   3546万円

町税  
25億5553万円

 (43.3%)

使用料等 
13億395万円 

 (22.1%)

使用料            　5875万円
財産収入        　2804万円
分担金              　572万円
寄付金            　4903万円
繰入金        6億7951万円
繰越金     　4億3110万円
諸収入         　　5177万円

国庫支出金
8億9530万円

(15.2%)

依存財源
20億4524万円

(34.6%)

県支出金
5億8730万円

(9.9%)

自主財源
38億5948万円

(65.4%)

譲与税等
5億6263万円

(9.5%)

各会計の決算状況各会計の決算状況 　　　　 　（単位：円）　　　　 　（単位：円）

会　　計　　別 予 算 現 額

決　　算　　額 歳 入 歳 出
差 引 額
（形式収支）

（Ａ）

翌 年 度 へ
繰り越すべき
財 源

（Ｂ）

実 質 収 支
（Ａ）－（Ｂ）歳 入 総 額 歳 出 総 額

一　般　会　計 6,109,666,000 5,904,731,887 5,324,069,738 580,662,149 129,212,000 451,450,149 

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 796,422,000 770,334,794 729,429,952 40,904,842 0 40,904,842 

土 地 開 発 事 業 123,497,000 123,496,141 122,840,390 655,751 0 655,751 

公共下水道事業 251,642,000 257,630,173 247,996,597 9,633,576 0 9,633,576 

農業集落排水事業 52,317,000 52,492,430 50,711,491 1,780,939 0 1,780,939 

介 護 保 険 625,446,000 632,481,200 600,165,497 32,315,703 0 32,315,703 

後期高齢者医療 22,185,000 21,998,602 21,639,578 359,024 0 359,024 

小  　計 1,871,509,000 1,858,433,340 1,772,783,505 85,649,835 0 85,649,835 

令和２年度決算額 7,981,175,000 7,763,165,227 7,096,853,243 666,311,984 129,212,000 537,099,984 

歳入から歳出を引いた額は翌年度繰り越しとなります。



11

定

例

会

質

疑

10

９月定例会

質疑

　

９
月
定
例
会
の
質
疑
で
は
、
一
般
会
計
決
算
を
中
心
に
、
令
和

２
年
度
の
事
業
の
成
果
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
適
切
な
財

政
運
営
を
図
る
た
め
の
措
置
な
ど
、
議
員
か
ら
た
く
さ
ん
の
意
見

が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

事
業
の
必
要
性
を
見
極
め

健
全
な
財
政
運
営
を

　

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

９
２
０
万
円
の
実
績
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

下
水
道
処
理
施
設
の
処

理
能
力
は
、
駅
東
側
で
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
住

宅
地
の
処
理
を
賄
う
こ
と

は
で
き
ま
す
か
。

 

登
録
者
36
人
の
内
、
実

際
に
仕
事
を
請
け
負
っ
た

の
は
２
人
で
し
た
。

 

残
り
の
方
の
約
７
割
は

エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
の
講
習
会
、
研

修
会
な
ど
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
方
は
、
登

録
は
し
た
も
の
の
参
加
し

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

駅
東
側
も
含
め
て
流
量

計
算
を
行
い
、
処
理
能
力

は
問
題
な
い
と
い
う
判
断

を
し
て
い
ま
す
。

小
松 

復
興
企
画
課
長

松
本 

建
設
課
長

林 

総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
に
道
の
駅
に

係
る
費
用
は
総
額
で
い
く

ら
使
用
し
ま
し
た
か
。

　

道
の
駅
事
業
に
は
終
止

符
を
打
っ
た
と
い
う
こ
と

で
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
。

　

休
止
し
て
い
る
道
の
駅

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
今

後
は
防
災
拠
点
と
し
て
の

整
備
を
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
防
災
と

は
具
体
的
に
何
を
想
定
し

て
い
る
の
で
す
か
。

　

当
初
の
計
画
の
よ
う
な

収
益
事
業
は
、
町
に
は
不

可
能
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
考
え
ま
す
か
。

　

道
の
駅
建
設
に
係
る
事

業
費
と
し
て
は
、
６
億
５

１
９
８
万
４
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
硬
質
な
岩
盤
の

出
現
に
よ
り
、
道
の
駅
事

業
は
休
止
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
災
害
対

策
工
事
を
実
施
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

河
川
が
氾
濫
し
た
際
の

避
難
、
地
震
等
に
よ
る
避

難
、
原
子
力
災
害
に
お
け

る
情
報
の
収
集
場
所
な
ど

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

整
備
検
討
委
員
会
等
で

民
間
の
事
業
体
を
組
織
し

て
運
営
等
を
し
て
い
く
想

定
で
し
た
が
、
岩
盤
の
出

現
に
よ
り
休
止
を
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

小
磯 

利
雄 

議
員

阿
部 

憲
一 

議
員

松
本 

建
設
課
長

道
の
駅
整
備
費
用
の

総
額
は

防
災
拠
点
の
防
災
と
は

テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
の

実
績
は

下
水
処
理
施
設
の
能
力
は

十
分
か

広野町浄化センター

事業が休止している道の駅建設現場

門
馬
　
巧 

議
員

門
馬
　
巧 
議
員
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現
在
、
多
数
の
町
民
が

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
中
、
約

２
４
７
０
万
円
の
収
入
未

済
額
が
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
要
因
は
何
で
す
か
。

　

税
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
対
策
を
推
進
す
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

も
、
国
民
健
康
保
険
と
同

様
に
減
免
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
２
８
０
万
円
の
収

入
未
済
額
が
発
生
し
た
要

因
は
何
で
す
か
。

　

３
年
前
に
任
命
し
た
後
、

あ
る
町
民
か
ら
こ
の
方
は

町
内
に
居
住
し
て
い
る
の

か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
近
隣
の
方
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
生
活
実
態

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

公
職
選
挙
法
に
抵
触
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
教
育

委
員
に
任
命
す
る
べ
き
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
ど

う
考
え
ま
す
か
。

　

高
額
所
得
者
だ
け
で
は

な
く
、
震
災
後
に
転
入
し

た
方
も
減
免
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

令
和
２
年
度
で
課
税
さ

れ
て
い
る
方
は
、
高
額
所

得
者
で
５
人
、
そ
れ
以
外

の
方
が
85
人
で
収
入
未
済

額
の
86
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

電
話
催
告
等
を
中
心
に

徴
収
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

第
１
回

７
月
９
日　

開
催

　

町
民
福
祉
の
向
上
を
図

る
た
め
、
議
員
が
自
由
で

活
発
な
議
論
を
進
め
、
よ

り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

す
た
め
、「
議
会
及
び
議

員
の
活
動
充
実
と
活
性
化

を
図
る
こ
と
」
を
目
的
に
、

議
会
運
営
に
必
要
な
基
本

事
項
を
定
め
た
議
会
基
本

条
例
を
策
定
す
べ
き
と
の

意
見
で
全
員
一
致
し
ま
し

た
。

　

調
査
期
間
は
、
半
年
か

ら
1
年
以
内
で
仕
上
げ
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
を
踏
ま

え
、
実
施
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
他
議
会
に
て
調
査
・

研
修
な
ど
を
実
施
す
る
た

め
、
予
算
処
置
を
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

第
２
回

７
月
30
日　

開
催

　

前
回
の
委
員
会
に
お
い

て
、
決
議
内
容
を
確
認
し
、

県
内
18
町
村
議
会
に
て
策

定
さ
れ
た
条
例
を
全
て
審

議
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
県
内
12
市
議
会

の
内
容
に
つ
い
て
も
参
考

に
、
各
自
で
全
国
各
議
会

策
定
条
例
に
つ
い
て
調
査

す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

本
町
議
会
に
て
承
認
さ

れ
て
い
る
、
反
問
権
や
映

像
配
信
な
ど
条
例
に
反
映

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

　

次
回
委
員
会
に
お
い
て
、

上
記
を
参
考
に
各
項
目
・

文
言
の
整
理
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

高
額
所
得
者
で
未
納
の

方
が
１
人
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
震
災
以
降
に
双

葉
郡
で
作
業
に
従
事
さ
れ

る
方
々
の
未
納
が
ほ
ぼ
１

０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
平
性
の
観
点
か
ら
収

納
対
策
を
徹
底
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

７
月
９
日
に
第
６
回
臨

時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

広
野
中
学
校
に
通
う
Ｊ

Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
の

男
子
生
徒
が
使
用
し
て
い

る
寄
宿
舎
を
修
理
す
る
工

事
の
契
約
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
費

用
を
計
上
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

現
在
は
原
発
特
措
法
に

よ
り
、
避
難
に
よ
り
居
住

実
態
が
無
く
て
も
選
挙
権

に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

門
馬
　
巧 

議
員

門
馬
　
巧 

議
員

門
馬
　
巧 

議
員

佐
藤 

町
民
税
務
課
長

飯
島 

健
康
福
祉
課
長

林 

総
務
課
長

国
保
税
の
収
入
未
済

要
因
は

議
会
基
本
条
例
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
報
告 介

護
保
険
料
の
収
入

未
済
要
因
は

教
育
委
員
は

町
外
居
住
者
で
も
よ
い
か

　

令
和
３
年
度
か
ら
町
内
で
の
活
動
を
再
開
し
た
Ｊ

Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
の
生
徒
た
ち
が
寄
宿
舎
と
し

て
使
用
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
柊
の
屋

上
防
水
な
ど
大
規
模
な
修
理
を
す
る
た
め
の
工
事
契

約
を
可
決
し
ま
し
た
。

工
事
の
名
称　
　

 

広
野
町
サ
ッ
カ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
回
復
工
事

工
事
の
場
所　
　

下
北
迫
字
二
ツ
沼
地
内

工　
　
　

期　
　

着
工　

令
和
３
年
７
月
10
日

　
　
　
　
　
　
　

完
成　

令
和
４
年
１
月
31
日

工
事
請
負
代
金　

１
億
２
６
２
８
万
円　
　
　
　
　

請　

負　

者　
　

常
磐
開
発
・
西
本
建
設
特
定
建
設

　
　
　
　
　
　
　

工
事
共
同
企
業
体

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計 2181万円 61億2253万円

●主な内容
　システム改修委託料 ２５８万円
　(ワクチン接種予約システムのバージョンアップなど)
　予防接種委託料 １１７７万円
　(国が予防接種費用の時間外単価を増額したことによる不足)
　コールセンター運用支援業務委託料 ３４５万円
　(住所違い接種などのためコールセンターの運用支援を３カ月延長)

　収入未済額の現状
会　計　名 収入未済額

一般会計 3億5140万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 2482万円

土 地 開 発 事 業 0円

公共下水道事業 157万円

農業集落排水事業 89万円

介 護 保 険 286万円

後期高齢者医療 16万円

合　計 3億8170万円

※ 一般会計の収入未済額には未収入特定財
源(国・県の補助金など)が含まれていて、
実質的な未済額は6801万円です。

広
野
町
サ
ッ
カ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
柊

機
能
回
復
工
事

第
１
回
特
別
委
員
会

サッカー支援センター柊
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未
来
の
か
け
橋
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
に
着

手
し
た
こ
と
、
駅
構
内
の

跨
線
橋
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
工
事
も
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
よ
り
影
響
調
査
や

通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
移
転
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
医
薬
品
開
発
に
係
る

連
携
・
協
力
の
た
め
の
ア

ル
パ
カ
飼
育
に
つ
い
て
は

二
ツ
沼
総
合
公
園
に
飼
育

舎
を
整
備
し
２
頭
を
搬
入

し
た
こ
と
、
子
育
て
世
代

向
け
の
住
宅
地
開
発
は
計

画
地
の
一
部
が
県
の
津
波

浸
水
想
定
区
域
に
含
ま
れ

た
め
に
嵩
上
げ
や
除
外
す

る
た
め
の
協
議
が
必
要
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
住
宅
地
開

発
に
つ
い
て
、
完
成
・
販

売
時
期
に
遅
れ
が
生
じ
る

か
、
嵩
上
げ
の
費
用
負
担

は
ど
う
な
る
か
質
疑
が
あ

り
、
町
か
ら
は
遅
れ
が
生

じ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

計
画
通
り
の
完
成
・
販
売

開
始
を
目
指
し
、
嵩
上
げ

の
費
用
は
実
施
事
業
者
の

負
担
と
な
る
が
盛
土
材
の

確
保
に
つ
い
て
は
協
力
が

必
要
と
考
え
て
い
る
と
の

回
答
で
し
た
。

　

住
宅
開
発
は
遅
れ
た
と

し
て
も
販
売
開
始
後
に
不

具
合
が
出
な
い
よ
う
に
工

事
を
行
う
こ
と
、
計
画
が

遅
れ
る
こ
と
で
購
入
希
望

者
が
他
に
土
地
を
求
め
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
計
画

通
り
の
完
成
を
急
ぐ
べ
き

な
ど
意
見
を
出
し
ま
し

た
。

　

旧
幼
稚
園
舎
に
誘
致
を

予
定
し
て
い
る
東
京
大
学

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン

タ
ー
は
、
改
修
工
事
の
遅

れ
に
よ
り
暫
定
的
に
中
学

校
を
使
用
す
る
と
の
説
明

で
し
た
。

　

ア
ル
パ
カ
の
飼
育
に
つ

い
て
は
、
災
害
が
発
生
し

た
際
に
も
適
切
な
対
応
が

と
れ
る
よ
う
な
体
制
整
備

を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
随
意
契
約
に
よ

る
工
事
の
発
注
な
ど
に
お

い
て
事
業
者
の
選
定
を
適

切
に
行
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福

島
の
生
徒
が
４
月
に
接
触

事
故
に
遭
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
交
通
安
全
指
導
を

繰
り
返
し
行
っ
た
こ
と
、

広
野
小
学
校
出
身
の
生
徒

と
壁
が
で
き
る
こ
と
が

あ
っ
た
た
め
生
徒
全
体
に

関
わ
り
が
持
て
る
よ
う
意

識
的
に
指
導
を
行
っ
た
こ

と
、
ア
カ
デ
ミ
ー
生
は
自

分
の
考
え
を
表
現
す
る
こ

と
が
得
意
な
生
徒
が
多
く

広
野
小
学
校
出
身
の
生
徒

に
も
良
い
刺
激
を
与
え
て

い
る
こ
と
、
成
績
上
位
の

生
徒
が
多
い
反
面
学
習
の

成
果
が
出
な
い
生
徒
に
は

ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
令
和
３
年
度
の
寮

の
機
能
回
復
工
事
に
よ
り

受
入
体
制
の
整
備
が
完
了

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て

は
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
が

実
施
を
希
望
し
な
い
意
向

で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
今
後
も

生
徒
た
ち
が
安
全
に
自
転

車
で
通
学
が
で
き
る
よ

う
、
国
道
６
号
線
の
転
倒

防
止
柵
設
置
範
囲
を
広
げ

る
よ
う
、
町
か
ら
国
に
対

し
て
要
望
す
る
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

８月19日（木）
総務文教常任委員会
調査件名
●広野駅東側開発について

●JFAアカデミー福島への取り組みについて

広
総務文教

野
駅
東
側
開
発

住
宅
開
発
の
状
況
は

Ｊ
総務文教

Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島

ア
カ
デ
ミ
ー
生
の
安
全
確
保
を

　

各
委
員
か
ら
は
、
水
田

活
用
の
推
進
内
容
に
つ
い

て
、
新
規
就
農
者
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
基

盤
整
備
後
の
牧
柵
貸
与
に

つ
い
て
、
農
地
中
間
管
理

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、

橋
梁
の
架
設
な
ど
事
業
費

の
大
き
な
圃
場
整
備
に
つ

い
て
、
ナ
ラ
枯
れ
の
対
応

に
つ
い
て
、
放
置
竹
林
の

地
域
資
源
活
用
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
か
ら
、
水
田
活
用
の

推
進
内
容
に
つ
い
て
は
、

稲
作
の
難
し
い
所
は
荒
ら

さ
な
い
よ
う
に
麦
、
大
豆

な
ど
の
作
付
け
を
し
て

国
・
県
・
町
の
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
農
業
経
営

の
安
定
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

　

新
規
就
農
者
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
当

町
は
県
が
認
め
る
研
修
機

関
と
し
て
研
修
生
を
２
年

間
受
け
る
が
、
そ
の
後
の

展
望
に
つ
い
て
は
、
未
確

定
な
部
分
が
あ
る
た
め
、

町
と
し
て
は
今
後
も
継
続

し
て
新
規
就
農
で
き
る
環

境
を
整
備
し
就
農
す
る
ま

で
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
適
切
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

基
盤
整
備
後
の
牧
柵
貸

与
に
つ
い
て
は
、
換
地
後

に
新
た
な
番
地
が
つ
い
た

と
し
て
も
貸
付
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
従
前
に

作
ら
れ
て
い
な
い
農
地
が

営
農
再
開
を
す
る
場
合
や

従
前
地
に
お
い
て
電
気
柵

を
使
用
し
て
い
な
い
場
合

又
は
圃
場
整
備
後
、
新
た

な
地
番
で
大
き
く
な
っ
た

面
積
の
中
で
営
農
再
開
支

援
事
業
に
お
け
る
電
気
柵

の
貸
与
を
受
け
ら
れ
る
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

町
内
に
お
い
て
人
農
地
プ

ラ
ン
の
実
質
化
を
図
る
た

め
座
談
会
を
開
き
説
明
し

て
い
る
。
農
地
中
間
管
理

事
業
に
つ
い
て
も
併
せ
て

説
明
を
行
っ
て
い
く
。

　

橋
梁
の
架
設
な
ど
事
業

費
の
大
き
な
圃
場
整
備
に

つ
い
て
は
、
仮
設
に
は
多

額
の
費
用
が
掛
か
る
た
め

県
営
圃
場
整
備
か
ら
外
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ナ
ラ
枯
れ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
森
林
再
生
事
業

と
は
別
の
事
業
等
で
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

国
や
県
か
ら
は
ナ
ラ
枯
れ

を
積
極
的
に
伐
採
し
て
対

応
す
る
考
え
は
今
の
と
こ

ろ
ま
だ
出
て
い
な
い
た
め
、

町
と
し
て
も
費
用
対
効
果

も
含
め
検
討
し
進
め
て
い

き
た
い
。

　

放
置
竹
林
の
地
域
資
源

活
用
に
つ
い
て
は
、
竹
林

を
活
用
し
て
農
地
を
荒
ら

さ
な
い
よ
う
良
い
方
策
が

あ
る
か
現
状
を
精
査
し
な

が
ら
方
向
性
を
決
め
て
い

き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
、
緊
急
車

両
等
の
通
行
が
出
来
な
い

林
道
の
路
面
整
備
つ
い
て
、

高
倉
亀
ケ
崎
線
の
歩
道
整

備
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
緊
急
車
両

等
の
通
行
が
出
来
な
い
林

道
の
路
面
整
備
つ
い
て
、

現
地
を
確
認
し
て
整
備
な

ら
び
に
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。

　

高
倉
亀
ケ
崎
線
の
歩
道

整
備
に
つ
い
て
は
、
小
中

学
校
の
通
学
状
況
を
精
査

す
る
と
と
も
に
用
地
等
の

協
力
も
必
要
と
な
る
事
か

ら
住
民
へ
の
説
明
を
進
め

て
行
き
た
い
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
、
た
め
池

の
持
ち
主
お
よ
び
水
利
組

合
管
理
者
等
に
対
す
る
基

礎
調
査
な
ら
び
に
原
型
復

旧
箇
所
に
つ
い
て
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
防
災
課
長
か
ら
は
、

令
和
３
年
度
の
事
業
と
し

て
、
た
め
池
39
カ
所
の
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
と
31
カ
所

の
基
礎
調
査
を
行
う
こ
と

で
国
と
協
議
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
り
８
カ
所
に
つ
い

て
は
、
営
農
継
続
を
し
て

い
な
い
た
め
対
象
外
と
な

り
、
原
形
復
旧
工
事
は
１

カ
所
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
国
と
は
新
た
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る

た
め
対
象
箇
所
数
の
変
更

も
含
み
協
議
を
し
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

農
産業厚生

林
業
の
振
興

放
棄
地
増
や
さ
な
い
対
応
を

町
産業厚生

の
道
路
行
政

安
全
の
た
め
改
良
を

た
産業厚生

め
池
の
放
射
性
物
質

調
査
の
た
め
国
と
協
議
中

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

８月20日（金）
産業厚生常任委員会
調査件名
●農林業の振興について

●町の道路行政について

●ため池の放射性物質の

　確認について

アルパカのミルク(左)とココア(右)
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一

般

質

問

16

追
跡
レ
ポ
ー
ト

追跡追跡
レポートレポート

あの質問 どうなった？どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁
がその後どうなったのか、どう町政に反映させて
いるのか、対応を追跡しました。

　一般質問は、行政全般にわたって
執行機関に疑問点をただし、説明を
求めたり所信を問いただすもので
す。

平成31年３月定例会での一般質問

塩　史子 元議員

　バリアフリー化に取り組むとは、どこをどのよ

うに改善し、また、これからどこをどのように変

えるのですか。

広野駅のバリアフリー化を

　駅構内こ線橋、未来のかけ橋にエレベーター

を整備する設計を実施します。

こ線橋と未来のかけ橋に
エレベーター設置

北郷 伯弘北郷 伯弘　P17　P17
●まち・ひと・しごと創生総合戦略の実現に向●まち・ひと・しごと創生総合戦略の実現に向
けた取り組みについてけた取り組みについて

●県立ふたば未来学園中高一貫校との連携に●県立ふたば未来学園中高一貫校との連携に
ついてついて

黒田 政徳黒田 政徳　P18　P18
●議員の発言について●議員の発言について
●行政用語の解釈について●行政用語の解釈について

阿部 憲一阿部 憲一　P19　P19
●道の駅事業破綻の責任は●道の駅事業破綻の責任は
●町長のパワハラについて●町長のパワハラについて
●安全・安心の言葉遊びをするな●安全・安心の言葉遊びをするな
●ワクチン接種のリスクを広報せよ●ワクチン接種のリスクを広報せよ

渡邉 正俊渡邉 正俊　P20　P20
●東日本大震災から10年の総括と財政状況の●東日本大震災から10年の総括と財政状況の
見通しについて見通しについて

●令和元年10月の大雨の被災復旧状況と昨今●令和元年10月の大雨の被災復旧状況と昨今
の大雨災害への対応についての大雨災害への対応について

●双葉地方町村会、福島県町村会の会長就任●双葉地方町村会、福島県町村会の会長就任
についてについて

小磯 利雄小磯 利雄　P21　P21
●コロナ対策について●コロナ対策について
●令和２年度決算について●令和２年度決算について

遠藤　浩遠藤　浩　P22　P22
●新型コロナウイルス感染症拡大防止について●新型コロナウイルス感染症拡大防止について
●広野町通学路交通安全プログラムについて●広野町通学路交通安全プログラムについて

畑中 大子畑中 大子　P23　P23
●新型コロナウイルス感染症の拡大について●新型コロナウイルス感染症の拡大について
●農業とバナナ栽培について●農業とバナナ栽培について
●ゼロカーボンシティ宣言とＩＧＣＣについて●ゼロカーボンシティ宣言とＩＧＣＣについて

７人７人の議員がの議員が

町政を問う町政を問う

　駅構内こ線橋、未来のかけ橋ともにエレベー

ター設置工事が着工されました。

　工事は、駅構内こ線橋はＪＲ東日本が実施

し、未来のかけ橋は町が実施します。

　未来のかけ橋の工事は今年度中に完成する

予定です。

エレベーター設置工事が
着工されました

北
きたごう

郷 伯
みちひろ

弘 議員

北
郷

　

県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園

中
高
一
貫
校
と
こ
ど
も

園
、
広
野
小
学
校
及
び
広

野
中
学
校
と
の
連
携
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
か
。

北
郷

　

第
２
期
復
興
・
創
生
期

間
に
入
り
、
生
活
環
境
や

産
業
、
生
活
の
た
め
の
仕

事
の
再
生
、
継
続
的
に
支

え
る
人
づ
く
り
、
福
島
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
の
実
現
と
復
興
創

生
を
捉
え
て
広
野
駅
周
辺

の
整
備
に
続
き
、
駅
構
内

こ
線
橋
及
び
未
来
の
か
け

橋
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置

事
業
に
着
手
し
た
よ
う
で

す
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
掲
げ

て
、
人
口
５
０
０
０
人
の

町
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

か
。

小
中
学
校

５
０
０
０
人
の
町

未
来
学
園
と
の
連
携
は

教
育
長
／
連
携
し
て
指
導
力
向
上
目
指
す

実
現
へ
の
取
り
組
み
は

町
長
／
地
域
の
魅
力
最
大
限
に
高
め
る

教
育
長

　

学
校
教
育
活
動
の
連
携

と
し
て
、
広
野
町
教
育
委

員
会
と
ふ
た
ば
未
来
学
園

中
学
・
高
等
学
校
が
情
報

を
共
有
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
の
指
導
事
例

な
ど
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、「
広
野
町
学
校
保
健

委
員
会
」
に
お
い
て
、
小

中
高
の
子
ど
も
た
ち
の
健

康
に
つ
い
て
も
情
報
を
共

有
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
た
ば
未
来
学
園
教
諭

に
よ
る
授
業
・
町
立
学
校

教
諭
と
の
互
見
授
業
を
実

施
し
、
授
業
の
質
的
改
善

の
た
め
、
互
い
の
授
業
を

見
合
い
、
意
見
交
流
を
す

る
授
業
実
践
の
場
を
確
保

し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
同
士
の
意
見
交
換

と
教
職
員
の
情
報
交
換
・

連
携
に
よ
る
指
導
力
向
上

の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
に
は
、広
野
小
・

中
学
校
教
職
員
、
未
来
学

園
教
職
員
、
地
域
住
民
等

を
交
え
、
地
域
探
究
、
教

科
の
指
導
法
や
教
材
開
発

な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
会

議
」
を
開
催
し
、
さ
ら
な

る
連
携
を
柱
に
し
た
、
系

統
性
の
あ
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

町
長

　

今
後
は
、「
若
い
世
代

が
働
く
場
が
あ
る
ま
ち
」

と
し
て
、
産
業
団
地
の
造

成
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
、

新
規
就
農
者
の
確
保
を
目

指
し
、
高
性
能
機
械
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

「
若
い
世
代
が
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
」
と
し
て
、
新
た
な
視

点
か
ら
若
者
向
け
の
住
宅

開
発
、
子
育
て
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

子
育
て
支
援
、
※

Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ

く
魅
力
あ
る
教
育
環
境
の

整
備
、
大
学
等
と
の
連
携

に
よ
る
人
材
育
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

「
全
て
の
世
代
が
安
心

し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
」
と
し
て
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
体
制

の
強
化
と
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
環
境
の
継
続
を
図
り

ま
す
。

　

復
興
拠
点
と
位
置
付
け

た
広
野
駅
東
側
で
は
、
福

島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ

ー
ス
ト
構
想
の
実
現
に
向

け
、
国
際
教
育
研
究
拠
点

を
念
頭
に
高
等
学
術
機
関

の
誘
致
や
先
端
研
究
の
拠

点
化
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
を
進
め
、

地
域
の
魅
力
を
最
大
限
に

高
め
る
施
策
を
展
開
し
人

口
５
０
０
０
人
の
町
を
堅

持
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
に
よ
り
最
適
な
教
育
環

境
を
実
現
す
る
構
想
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黒
くろ

田
だ

 政
まさのり

徳 議員

阿
部

　

２
月
27
日
い
わ
き
市

で
の
避
難
者
と
の
対
話
集

会
で
、
皆
の
前
で
帰
還
者

と
待
遇
な
ど
の
差
別
を
し

な
い
よ
う
挙
手
を
続
け
た

が
、
町
長
は
無
視
。
対
話

集
会
な
の
に
延
々
「
が
ん

ば
り
ま
す
」
的
な
独
演
会

で
会
を
閉
じ
た
。
そ
し
て
、

こ
ち
ら
に
来
い
と
言
う
の

で
行
く
と
、
町
民
が
全
員

帰
っ
た
と
こ
ろ
で
町
長
は

十
数
人
の
課
長
ら
で
こ
ち

ら
を
囲
み
、
課
長
ら
に
こ

ち
ら
に
対
し
て
「
～
し
な

さ
い
」
と
王
様
の
よ
う
な

態
度
で
次
々
命
令
。
パ
ワ

ハ
ラ
そ
の
も
の
。
私
が
そ

ん
な
こ
け
お
ど
し
に
怯
む

人
間
だ
っ
た
ら
心
的
外
傷

を
負
っ
て
い
る
。
町
長
は

言
う
こ
と
と
や
る
こ
と
、

表
と
裏
の
顔
が
全
く
違

う
。
私
に
謝
罪
し
ま
す
か
。

道
の
駅

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

パ
ワ
ハ
ラ

報
酬
返
還
し
損
失
補
填
を

町
長
／
返
還
す
る
必
要
性
は
な
い

リ
ス
ク
を
広
報
せ
よ

町
長
／
情
報
提
供
な
く
掲
載
で
き
な
い

今
後
も
続
け
る
つ
も
り
か

町
長
／
パ
ワ
ハ
ラ
は
行
っ
て
い
な
い

阿
あ べ

部 憲
けんいち

一 議員

黒
田

①
随
意
契
約
等
に
よ
る
事

業
者
選
定
理
由
に
お
い

て
、
町
内
事
業
者
の
定
義

は
何
で
す
か
。

②
契
約
等
の
事
業
者
選
定

理
由
に
「
十
分
な
実
績
」

と
い
う
文
言
が
あ
り
ま
す

が
、
実
績
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
伺
い
ま
す
。

契
約
手
続
き

町
と
議
会

町
内
事
業
者
の
定
義
は

町
長
／
町
に
事
業
所
あ
り
町
に
貢
献

信
頼
関
係
を
大
切
に

町
長
／
理
解
と
協
力
の
も
と
取
り
組
む

町
長

①
町
内
に
事
業
所
等
を
有

し
、
地
域
住
民
の
雇
用
な

ど
、
町
に
貢
献
し
て
い
る

事
業
者
と
捉
え
て
い
ま

す
。

②
公
共
事
業
を
請
け
負
う

た
め
の
、
町
の
入
札
参
加

資
格
の
認
定
を
得
て
い
る

上
で
、
町
や
他
自
治
体
に

お
い
て
発
注
す
る
工
事
等

を
請
負
、
契
約
期
間
内
に

完
成
さ
せ
、
工
事
を
適
正

か
つ
優
良
に
履
行
し
た
実

績
を
有
し
て
い
る
事
業
者

と
捉
え
て
い
ま
す
。

町
長

①
言
論
は
尊
重
さ
れ
自
由

は
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
事
業
者
と
（
株
）

広
野
町
振
興
公
社
の
不
適

切
と
取
ら
れ
か
ね
な
い
よ

う
な
発
言
に
つ
い
て
、
口

頭
で
趣
旨
を
伺
い
ま
し
た

が
、
議
長
よ
り
文
書
で
の

提
出
を
求
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
照
会
文
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

議
員
の
発
言
を
重
く
受

け
止
め
、
取
締
役
会
を
通

し
て
振
興
公
社
の
適
切
な

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

②
国
へ
の
議
会
と
の
合
同

要
望
、
各
種
事
業
の
対
応

を
始
め
、
信
頼
関
係
の
も

と
に
連
携
し
て
復
興
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
様
に
、
双
葉
地
方
町

村
会
等
の
運
営
に
お
い
て

も
、
執
行
体
制
と
議
会
の

信
頼
関
係
に
基
づ
き
、
執

行
体
制
と
議
会
が
連
携
し
、

理
解
と
協
力
の
も
と
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
す
。

　

町
議
会
と
町
は
、
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
て
、
理

解
と
協
力
の
も
と
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

①
町
民
を
は
じ
め
様
々
な

方
々
よ
り
ご
意
見
等
を
賜

わ
り
、
整
備
検
討
委
員
会

か
ら
の
答
申
を
受
け
事
業

計
画
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

貴
重
な
財
源
を
大
切
に

し
て
、
責
任
を
持
っ
て
防

災
エ
リ
ア
の
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
計
画
立
案
、
調
査
に
つ

い
て
は
適
切
に
必
要
な
手

順
を
踏
ん
で
実
行
し
て
い

ま
す
。

　

重
過
失
に
当
た
る
も
の

で
は
な
く
、
報
酬
の
全
額

を
返
還
す
る
必
要
性
は
な

い
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

陽
性
者
が
発
生
し
た
場
合
、

県
、
保
健
所
か
ら
の
情
報

提
供
に
対
応
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

死
亡
の
事
項
は
発
出
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

「
広
報
ひ
ろ
の
」
に
は
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

　

納
得
し
て
い
た
だ
く
の

に
時
間
を
要
す
る
と
判
断

し
、
説
明
会
終
了
後
、
議

員
に
対
し
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

信
頼
関
係
の
も
と
適
切

な
指
導
・
助
言
に
当
た
っ

て
お
り
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
行

っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

町
長

町
長

町
長

黒
田

①
総
務
文
教
常
任
委
員
会

に
お
け
る
私
の
発
言
（
振

興
公
社
と
民
間
事
業
者
と

の
民
民
の
ず
ぶ
ず
ぶ
）
に

つ
い
て
、
副
町
長
か
ら
趣

旨
の
照
会
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
員
の
発
言
に
は
制
限

が
あ
る
こ
と
も
十
分
理
解

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
た
び
た
び
あ

れ
ば
、
発
言
の
自
由
を
侵

し
か
ね
な
い
事
態
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
長
は
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

阿
部

　

８
月
８
日
ま
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
死
亡
は
１
０

９
３
人
。
厚
労
省
は
死
因

の
追
及
を
し
よ
う
と
し
な

い
。
政
府
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
ば
か
り
に
固
執
す
る

が
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ギ
リ

ス
で
は
接
種
者
の
死
亡
リ

ス
ク
が
未
接
種
者
の
そ
れ

の
数
倍
と
の
統
計
を
政

府
機
関
が
発
表
。
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
は
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
よ
り
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
障
害
が
起
こ
る
リ
ス

ク
を
報
告
。

　

な
の
に
町
は
12
歳
の
子

供
に
も
接
種
を
行
う
の
で

す
か
。
厚
労
省
は
交
通
事

故
や
癌
で
死
ん
で
も
検
査

陽
性
な
ら
ば
コ
ロ
ナ
死
に

カ
ウ
ン
ト
す
る
と
て
つ
も

な
い
水
増
し
を
や
っ
て
お

り
、
他
方
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
原
因
の
死
亡
は
１
人
も

認
め
よ
う
と
し
な
い
が
、

こ
の
事
実
ぐ
ら
い
「
広
報

ひ
ろ
の
」
に
書
い
た
ら
ど

う
で
す
か
。

阿
部

　

こ
の
事
業
は
建
設
業

者
の
関
係
者
が
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
ま
で
用
意
し
て
町

長
に
持
ち
込
ん
だ
と
聞
い

た
。「
防
災
」
は
建
設
の

口
実
で
、
ど
ん
な
災
害
で

ど
ん
な
整
備
が
必
要
か
や

費
用
対
効
果
を
質
し
て

も
曖
昧
。
完
成
ま
で
の
費

用
は
不
明
。
レ
ス
ト
ラ
ン

等
の
収
益
で
元
を
取
る
筈

が
、
採
算
の
見
込
み
を
立

て
て
い
な
い
。
果
て
に
岩

盤
問
題
。
町
長
は
「
仕
方

が
な
か
っ
た
」
と
逃
げ
る
。

岩
盤
調
査
方
法
の
選
択
も

工
事
判
断
も
町
が
や
っ
て

い
る
。
町
長
の
肝
煎
り
の

②
社
会
と
い
う
の
は
、
い

ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
根
底
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
し
っ
か
り
し
た
信

頼
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
は
し
っ
か
り
し
た

信
頼
関
係
の
下
に
、
議
会

と
行
政
が
一
体
と
な
り
、

よ
り
良
い
広
野
町
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

事
業
。

①
苦
し
い
家
計
の
中
か
ら

納
税
し
て
い
る
人
も
。
怒

り
の
声
に
町
長
は
何
と
答

え
ま
す
か
。

②
町
長
は
過
去
と
今
後
と

報
酬
の
全
額
を
町
へ
返
納

す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
す

か
。

こんな質問もこんな質問も
しましたしました

α・β核種
細かな実態調査を

町長/
土壌のα線調査を実施
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渡
わたなべ

邉 正
まさとし

俊 議員

渡
邉

　

福
島
県
町
村
会
長
と
い

う
職
責
を
ど
の
よ
う
な
心

構
え
を
持
っ
て
臨
み
、
そ

の
重
責
を
果
た
す
の
か
伺

い
ま
す
。

渡
邉

①
令
和
元
年
10
月
の
台
風

19
号
に
よ
る
被
害
の
復
旧

工
事
が
長
期
に
及
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
の
原
因
と
、

現
在
の
復
旧
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

②
今
後
、
町
民
の
安
全
を

守
る
た
め
の
対
応
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
ま
す
か
。

渡
邉

①
震
災
か
ら
10
年
の
復

旧
、
復
興
に
要
し
た
事
業

費
は
い
く
ら
で
す
か
。

②
国
、
県
、
日
本
赤
十
字

社
か
ら
町
に
配
分
さ
れ
た

義
援
金
の
総
額
を
伺
い
ま

す
。

③
財
政
調
整
基
金
、
地
方

債
の
現
在
の
状
況
を
伺
い

ま
す
。

④
今
後
の
財
政
力
指
数
は

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

⑤
広
野
町
が
地
方
交
付
税

を
受
け
る
交
付
団
体
に
転

じ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
要
因
を
伺
い
ま

す
。

町
村
会
長

元
年
度
台
風

重
責
果
た
す
心
構
え
は

町
長
／
全
力
を
尽
く
す
決
意

復
旧
工
事
の
状
況
は

町
長
／
約
９
割
が
完
了
し
て
い
る

今
後
の
財
政
見
通
し
は

町
長
／
健
全
財
政
を
維
持
す
る

町
長

　

自
然
豊
か
な
、
暮
ら
し

や
す
い
「
ふ
る
さ
と
」
を

取
り
戻
し
、
未
来
創
造
に

向
け
て
、
町
村
間
の
強
固

な
結
束
と
相
互
連
携
、
一

丸
と
な
り
諸
課
題
を
解
決

し
、
福
島
の
復
興
再
生
、

そ
し
て
創
生
が
成
し
遂
げ

ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く

す
決
意
で
す
。

町
長

①
災
害
が
大
規
模
だ
っ
た

こ
と
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
作
業
員
及
び

建
設
資
材
の
確
保
に
時
間

を
要
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

復
旧
状
況
は
、
約
９
割

が
完
了
し
て
い
ま
す
。

②
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
所
要
の
職
員
参

集
に
よ
る
警
戒
配
備
体
制

を
敷
き
、
防
災
無
線
に
よ

る
速
や
か
な
町
民
周
知
、

町
長

①
復
興
事
業
に
要
し
た
費

用
は
、
歳
入
総
額
６
８
６

億
１
８
５
７
万
円
、
歳
出

総
額
６
５
２
億
３
４
８
９

万
円
で
す
。

②
町
に
直
接
送
ら
れ
た
義

援
金
は
総
額
32
億
５
９
６

３
万
円
で
す
。

復旧復興

小
こ い そ

磯 利
と し お

雄 議員

③
令
和
２
年
度
現
在
高
は

24
億
４
７
０
２
万
円
で

す
。

　

地
方
債
の
未
償
還
残
高

は
17
億
６
７
６
３
万
円
で

す
。

④
令
和
４
年
度
以
降
、
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
パ
ワ
ー
合
同
会
社

の
大
規
模
償
却
資
産
税
の

増
収
等
が
見
込
ま
れ
、
財

政
力
指
数
１
を
上
回
る
健

全
財
政
を
維
持
す
る
こ
と

と
捉
え
て
い
ま
す
。

⑤
人
口
が
令
和
２
年
国
勢

調
査
に
お
い
て
、
前
回
調

査
の
４
９
９
９
人
か
ら
５

４
０
８
人
に
増
加
し
、
基

準
財
政
需
要
額
は
前
年
比

プ
ラ
ス
１
億
４
１
０
６
万

円
の
増
加
と
な
っ
た
反

面
、
大
規
模
償
却
資
産
税

の
減
収
に
よ
り
基
準
財

政
収
入
額
は
、
前
年
比
マ

イ
ナ
ス
５
８
０
万
円
と
な

り
、
基
準
財
政
需
要
額
が

基
準
財
政
収
入
額
を
上
回

り
、
普
通
交
付
税
の
交
付

団
体
と
な
り
ま
し
た
。

気
象
情
報
の
収
集
、
関
係

機
関
と
の
連
携
・
対
応
を

し
ま
す
。

　

土
砂
災
害
に
対
す
る
警

戒
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
三
役
、
管
理
職
が
参

集
し
、
災
害
対
策
本
部
の

設
置
や
避
難
所
開
設
を
し

ま
す
。

　

併
せ
て
緊
急
速
報
メ
ー

ル
、
防
災
行
政
無
線
を
活

用
し
、
土
砂
災
害
の
危
険

に
つ
い
て
住
民
周
知
を
図

り
ま
す
。

　

水
害
の
恐
れ
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
町
消
防
団
の

参
集
を
要
請
し
、
河
川
氾

濫
の
警
戒
、
避
難
の
呼
び

か
け
に
あ
た
り
ま
す
。

　

避
難
所
の
運
営
は
、
職

員
を
３
班
体
制
に
編
成

し
、
避
難
所
で
の
避
難
者

の
受
付
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
な
い
、
感
染
症
対
策

の
た
め
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
し
て
避
難
者
同

士
が
密
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
運
営
に
あ
た
り
ま

す
。

コ
ロ
ナ
対
策

２
年
度
決
算

個
人
支
援
策
の
拡
充
を

町
長
／
国
に
支
援
策
を
要
望
し
て
い
く

詳
細
な
財
政
状
況
は

町
長
／
健
全
な
状
況
を
示
し
て
い
る

町
長

①
直
近
の
感
染
者
数
は
37

例
目
で
、
住
所
を
有
す
る

方
は
14
人
で
す
。

②
仕
事
や
日
常
生
活
で
い

わ
き
市
と
を
往
来
す
る
町

民
が
多
い
こ
と
、
廃
炉
事

業
等
に
従
事
さ
れ
る
方
の

県
を
跨
い
だ
往
来
が
あ
る

こ
と
等
が
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

対
応
策
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
新
し
い
生
活
様
式

に
基
づ
く
基
本
的
な
感
染

症
対
策
の
徹
底
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
高
齢
者
施
設
に
お
い
て

は
、
感
染
症
の
重
症
化
リ

ス
ク
が
高
い
高
齢
者
に
対

し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
安
全
か
つ
継
続
的
に
提

供
す
る
た
め
、
面
会
の
抑

制
な
ど
、
日
頃
か
ら
感
染

対
策
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。

　

こ
ど
も
園
は
、
登
園
前

の
検
温
、
園
児
や
家
族
に

発
熱
が
あ
っ
た
場
合
は
登

町
長

①
財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
介
護
保
険
特
別
会
計
の

扶
助
費
の
令
和
２
年
度
給

付
実
績
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
14
％
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

保
健
指
導
等
に
よ
り
適

切
な
財
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

③
令
和
２
年
度
の
実
質
収

支
比
率
は
17
％
で
す
。

　

収
入
が
当
初
予
算
よ
り

園
を
控
え
る
よ
う
依
頼
、

新
し
い
生
活
様
式
を
捉

え
、職
員
の
マ
ス
ク
着
用
、

園
児
た
ち
の
手
洗
い
・
う

が
い
の
励
行
お
よ
び
手
指

消
毒
、
各
教
室
の
消
毒
・

換
気
の
徹
底
を
行
っ
て
い

ま
す
。

④
令
和
２
年
度
に
１
人
当

た
り
10
万
円
の
特
別
定
額

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　

実
態
を
見
極
め
、
国
に

よ
る
支
援
策
を
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

⑤
立
会
人
の
確
保
は
、「
広

報
ひ
ろ
の
」
で
事
前
に
募

集
し
、
必
要
な
人
員
の
確

保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

立
会
人
が
罹
患
者
と

な
っ
た
こ
と
を
想
定
し
、

予
備
の
方
も
選
任
し
法
定

の
人
数
が
確
保
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
講
じ
ま
す
。

　

移
動
手
段
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
カ
ー
等
で
の
来

場
を
呼
び
掛
け
、
投
票
所

の
入
場
制
限
を
す
る
際
は

車
内
で
待
っ
て
い
た
だ
く

等
の
対
応
に
取
り
組
み
ま

す
。

大
き
く
上
回
る
こ
と
や
、

支
出
に
多
額
の
不
用
額
が

生
じ
な
い
よ
う
執
行
率
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

④
経
常
収
支
比
率
の
実
績

は
約
81
％
で
す
。

　

震
災
以
降
の
委
託
料
と

維
持
補
修
費
の
大
幅
な
増

加
が
、
80
％
を
超
え
る
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
令
和
２
年
度
の
公
債
費

負
担
比
率
は
約
５
％
で
す
。

　

※
１

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
は
、
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
経
費
を
税
収

入
等
で
賄
え
て
お
り
健
全

で
す
。

⑥
将
来
負
担
比
率
は
、
数

値
に
表
せ
ず
、
財
政
状
況

が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

⑦
４
７
５
万
円
で
す
。

　

※
２

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
98
・
８
％
で
す
。

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が

１
０
０
％
を
下
回
る
の
は
、

各
年
代
の
職
員
数
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
が

表
れ
て
い
ま
す
。

※
１  

収
支
の
バ
ラ
ン
ス

※
２  

国
家
公
務
員
の
給
与
に

対
す
る
地
方
公
務
員
の

給
与
の
比
率

小
磯

①
こ
れ
ま
で
道
の
駅
に
係

る
膨
大
な
財
政
出
動
が
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、　

今

決
算
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
り
ま
し
た
か
。

②
扶
助
費
・
繰
出
金
に
つ

い
て
、
体
質
改
善
効
果
は

出
ま
し
た
か
。

③
財
政
状
況
分
析
の
切
り

口
と
し
て
、
実
質
収
支
比

率
が
３
～
５
％
が
適
正
範

囲
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

２
年
度
の
実
績
と
対
応
を

伺
い
ま
す
。

④
経
常
収
支
比
率
は
、
経

常
的
な
支
出
の
割
合
が
大

き
く
な
る
と
、
突
発
的
な

出
費
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
弾
力
的
な
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
２
年
度

の
実
績
と
要
因
を
伺
い
ま

す
。

⑤
公
債
費
負
担
比
率
の
２

年
度
実
績
は
い
く
ら
で
す

か
。

　

地
方
債
の
プ
ラ
イ
マ

小
磯

①
直
近
の
感
染
者
数
は
何

例
目
で
す
か
、
町
に
住
所

を
有
す
る
方
は
何
人
で
す

か
。

②
町
の
感
染
状
況
を
ど
う

分
析
し
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
ま
す
か
。

③
高
齢
者
施
設
と
教
育
現

場
の
コ
ロ
ナ
対
応
を
伺
い

ま
す
。

④
感
染
拡
大
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
た
個
人
へ
の
支

援
策
の
拡
充
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

⑤
コ
ロ
ナ
禍
で
の
立
会
人

の
な
り
手
や
移
動
支
援
な

ど
選
挙
執
行
体
制
は
ど
う

し
ま
す
か
。

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

⑥
将
来
負
担
比
率
は
平
成

26
年
度
か
ら
０
％
が
続
い

て
い
ま
す
が
２
年
度
実
績

を
伺
い
ま
す
。

⑦
２
年
度
の
人
件
費
に
つ

い
て
、
役
場
職
員
の
平
均

年
収
は
い
く
ら
で
す
か
。

　

ま
た
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。



23 22

一

般

質

問

一

般

質

問

遠
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藤　浩
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 議員畑
はたなか

中 大
ひ ろ こ

子 議員

遠
藤

　

広
野
町
で
は
、「
広
野

町
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
通
学

路
の
安
全
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
度

の
取
り
組
み
状
況
と
こ
れ

ま
で
の
対
策
実
績
を
伺
い

ま
す
。

畑
中

　

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
を
動
か
し
て

い
る
以
上
、
二
酸
化
炭

素
が
排
出
さ
れ
ま
す
が
、

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
を
や
め
る
と

い
う
目
標
が
な
け
れ
ば
、

２
０
５
０
年
度
ま
で
に
二

酸
化
炭
素
排
出
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
「
広
野
町
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

は
意
味
が
な
い
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

畑
中

①
（
株
）
広
野
町
振
興
公

社
で
栽
培
し
て
い
る
バ
ナ

ナ
は
、
県
内
で
は
か
な
り

有
名
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
栽
培
方
法
は
確
立

さ
れ
た
と
言
え
ま
す
か
。

②
町
外
か
ら
も
バ
ナ
ナ
を

買
い
に
来
る
と
聞
い
た
の

で
す
が
、
バ
ナ
ナ
は
提
供

で
き
る
量
が
あ
る
の
で
す

か
。

③
温
室
を
設
置
す
る
と
き

に
補
助
金
が
出
る
と
聞
き

ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
は

何
で
す
か
。

　

栽
培
す
る
も
の
に
制
限

は
あ
り
ま
す
か
。

④
バ
ナ
ナ
栽
培
を
農
業
者

の
人
に
も
広
げ
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
。

畑
中

①
こ
ど
も
園
、
小
中
学
校

の
感
染
対
策
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
年
齢

は
何
歳
か
ら
で
す
か
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き

な
い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
感
染
防
止
対
策
は
あ

り
ま
す
か
。

③
町
内
で
感
染
が
確
認
さ

れ
て
い
る
の
は
、
原
発
や

火
力
発
電
所
等
に
係
る
方

が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
東
京
電
力
や
協
力
会

社
な
ど
の
職
域
接
種
は
進

ん
で
い
ま
す
か
。

　

町
に
滞
在
す
る
企
業
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
行
す
る

よ
う
求
め
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

④
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
何

％
で
す
か
。

　

３
回
目
の
接
種
に
関
す

る
情
報
は
来
て
い
ま
す
か
。

通
学
路

コ
ロ
ナ
対
策

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

バ
ナ
ナ
栽
培

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

今
年
度
の
取
り
組
み
は

教
育
長
／
各
関
係
機
関
で
点
検
中

検
査
キ
ッ
ト
常
備
す
べ
き

町
長
／
５
０
０
個
購
入
し
配
備

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
の
整
合
性
は

町
長
／
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
存
続
さ
せ
実
質
ゼ
ロ

農
家
に
広
げ
ら
れ
な
い
か

町
長
／
採
算
性
か
ら
厳
し
い
状
況

東
電
等
の
職
域
接
種
状
況
は

町
長
／
10
月
中
旬
に
２
回
目
終
了

町
長

①
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
５
０

０
個
を
購
入
し
、
感
染
拡

大
防
止
を
目
的
と
し
て
、

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
の

園
児
、
児
童
生
徒
を
対
象

に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
各

１
０
０
個
ず
つ
配
備
し
ま

し
た
。

②
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
１
０

０
個
を
避
難
所
用
と
し
て

環
境
防
災
課
に
配
備
し
ま

し
た
。

町
長

　

火
力
発
電
所
の
燃
料
転

換
、
排
出
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
の
再
利
用
・
地
層
処

分
な
ど
を
念
頭
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

広
野
火
力
発
電
所
や
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
発
電
所
を
存
続
さ

せ
る
と
共
に
、
町
内
に
お

け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
実
質
ゼ
ロ
を
実
現
さ
せ

る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

町
長

①
一
定
の
生
産
体
制
が
確

立
で
き
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
冬
場
の
暖

房
費
を
軽
減
し
利
益
率
を

高
め
る
実
証
を
し
て
い
る

状
況
で
す
。

②
収
穫
本
数
は
年
間
約
１

万
本
で
、
夏
場
は
購
入
し

や
す
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
冬
場
か
ら
春
先

は
収
穫
量
が
落
ち
て
品
薄

と
な
り
ま
す
。

③
農
林
水
産
省
が
「
原
子

力
被
災
12
市
町
村
農
業
者

支
援
事
業
実
施
要
綱
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

栽
培
す
る
作
物
は
、
県

が
農
業
者
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
事
業
実
施
計
画
書
を

審
査
し
て
決
定
し
ま
す
。

④
初
期
費
用
や
維
持
費
、

採
算
性
を
考
慮
す
る
と
、

農
業
者
が
バ
ナ
ナ
栽
培
に

よ
り
営
農
を
す
る
こ
と
は

厳
し
い
状
況
で
す
。

町
長

①
こ
ど
も
園
で
は
、
基
本

的
な
対
策
の
他
、
園
児
特

有
の
事
情
を
考
慮
し
て
職

員
一
人
ひ
と
り
が
感
染
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小

中
学
校
で
は
、
給
食
時
は

座
席
を
向
か
い
合
わ
な
い

よ
う
配
置
す
る
対
策
な
ど

を
取
っ
て
い
ま
す
。

②
12
歳
以
上
の
方
が
対
象

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
感

染
防
止
対
策
は
、
家
庭
に

ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な

い
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
東
京
電
力
等
の
職
域
接

種
は
、
10
月
中
旬
に
終
了

し
ま
す
。
感
染
拡
大
地
域

を
往
来
す
る
場
合
、
検
査

を
し
て
町
内
に
戻
る
よ
う

要
請
し
て
い
ま
す
。

④
令
和
３
年
９
月
10
日
現

在
、
１
回
目
77
％
、
２
回

目
63
％
で
す
。

　

３
回
目
接
種
の
情
報
提

供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
長

　

今
年
度
は
、
保
護
者
か

ら
学
校
に
寄
せ
ら
れ
た
危

険
箇
所
の
情
報
を
も
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機

関
に
お
い
て
点
検
を
実
施

い
た
だ
き
、
９
月
30
日
ま

で
に
そ
の
点
検
結
果
及
び

対
策
の
内
容
に
つ
い
て
報

告
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
報
告
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て
推
進
会

議
等
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

年
に
一
回
の
合
同
点
検

を
実
施
し
、
必
要
な
対
策

内
容
を
そ
の
年
度
中
も
し

く
は
次
年
度
中
に
関
係
機

関
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

横
断
歩
道
や
信
号
機
の

設
置
な
ど
、
道
路
の
構
造

上
、
対
応
に
時
間
を
要
す

る
箇
所
は
、
路
面
カ
ラ
ー

舗
装
や
啓
発
看
板
の
設
置

な
ど
で
対
応
し
て
き
ま
し

た
。

　

交
通
安
全
教
育
の
よ
う

な
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
対

策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
令
和

２
年
度
ま
で
36
カ
所
の
対

策
を
実
施
し
、
結
果
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

し
て
い
ま
す
。

遠
藤

①
家
庭
内
で
の
感
染
ク
ラ

ス
タ
ー
が
多
く
発
生
し
て

い
る
状
況
で
す
。

 

家
庭
内
感
染
お
よ
び
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
信

憑
性
の
高
い
コ
ロ
ナ
検
査

キ
ッ
ト
を
各
世
帯
に
配
備

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

②
毎
年
の
よ
う
に
台
風
な

ど
で
、
避
難
所
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
で
の
感
染
ク
ラ

ス
タ
ー
防
止
の
た
め
、
町

と
し
て
コ
ロ
ナ
検
査
キ
ッ

ト
を
常
備
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

集団登校(役場前)
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出

欠

状

況

審

議

結

果

議案等の審議結果会議等出欠状況
〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和３年７月　第６回臨時会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
阿
部 

憲
一

北
郷 

伯
弘

遠
藤　

 
浩

北
郷　

幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中　

大
子

小
磯　

利
雄

門
馬　

 

巧

渡
邉 

正
俊

黒
田　

政
徳

議案第54号 工事請負契約の締結について
（広野町サッカー支援センター機能回復工事） 7/9 10 9 9 0

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第55号 令和３年度広野町一般会計補正予算
（第３号） 7/9 10 8 8 0

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 退 〇

令和３年９月　第３回定例会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 
数

表 

決 
者 

数

賛　
   　

成

反　
   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
阿
部 

憲
一

北
郷 

伯
弘

遠
藤　

 

浩

北
郷　

幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中　

大
子

小
磯　

利
雄

門
馬　

 

巧

渡
邉 

正
俊

黒
田　

政
徳

議案第56号 広野町福島県特定事業活動振興計画に基づ
く町税の特例に関する条例の制定について 9/14 10 9 9 0

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号
広野町福島県新産業創出等推進事業促進計
画に基づく町税の特例に関する条例の制定
について

9/14 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第58号 財産の無償譲渡について 9/14 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第59号 令和２年度広野町一般会計歳入歳出決算認
定について 9/14 10 9 8 1

原案
認定

× 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号 令和２年度広野町国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について 9/15 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第61号 令和２年度広野町土地開発事業特別会計歳
入歳出決算認定について 9/15 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第62号 令和２年度広野町公共下水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について 9/15 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第63号 令和２年度広野町農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算認定について 9/15 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第64号 令和２年度広野町介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について 9/15 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第65号 令和２年度広野町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について 9/15 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第66号 令和３年度広野町一般会計補正予算
（第４号） 9/15 10 9 9 0

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第67号 
～ 72号 令和３年度各特別会計補正予算 9/15 10 9 9 0

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第73号 広野町教育委員会委員の任命に関する同意
を求めることについて 9/16 10 9 7 2

原案
同意

〇 〇 〇 議 〇 〇 × × 〇 〇

議案第74号 広野町農業委員会委員の任命に関する同意
を求めることについて 9/16 10 9 5 4

原案
同意

× 〇 〇 議 〇 × × × 〇 〇

議案第75号 
～第79号

広野町農業委員会委員の任命に関する同意
を求めることについて 9/16 10 9 9 0

原案
同意

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第80号 広野町農業委員会委員の任命に関する同意
を求めることについて 9/16 10 9 5 4

原案
同意

× 〇 〇 議 〇 × × × 〇 〇

議案第81号 広野町農業委員会委員の任命に関する同意
を求めることについて 9/16 10 9 9 0

原案
同意

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問
第１号２号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて 9/16 10 9 9 0 適任 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第５号
「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意
見書

9/16 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第６号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立に
使用しないよう求める意見書 9/16 10 9 9 0

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第７号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地
方税財源の充実を求める意見書 9/16 10 9 9 0

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第８号 道の駅に関する調査特別委員会の設置につ
いて 9/16 10 9 9 0

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年７月１日～９月30日
〇:出席　×:欠席　△:遅刻、早退　-:員外　弔:弔事　研:研修　公:公務　病:病気等

月 日
曜　

日
開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
阿
部　

憲
一

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

北
郷　

幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中　

大
子

小
磯　

利
雄

門
馬　
　

巧

渡
邉　

正
俊

黒
田　

政
徳

出席回数（回） 11 12 9 13 9 12 11 10 11 10

会議回数（回） 12 12 9 13 9 12 12 10 12 10

7

1 木 広報委員会 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇 -

6 火 広報委員会 〇 - - - - - - - 〇 -

9 金 令和３年第６回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇

9 金 議会基本条例に関する調査特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 弔 〇

8

9 月 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 木 総務文教常任委員会 - - - 〇 〇 〇 - - 〇 〇

20 金 産業厚生常任委員会 × 〇 〇 〇 - - × 〇 - -

9

3 金 議会運営委員会 - 〇 - 〇 - 〇 〇 〇 - 〇

13 月 令和３年第３回定例会（１日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 火 令和３年第３回定例会（２日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15 水 令和３年第３回定例会（３日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

16 木 令和３年第３回定例会（４日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

24 金 広報委員会 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇 -

28 火 道の駅に関する調査特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、行政視察の受け入れを見合わせています。

　議会の議長や、各委員長等から招集通知があり、開催された会議や研修の出欠状況です。

　このほかにも、町が主催する式典や小・中学校の発表会、広域圏組合や双葉地方町村会が主催す

る会議にも出席しています。

 

 次回の定例会は12月です

　議場傍聴席入口にある受付簿に住所・氏名を

ご記入いただくだけで、議会を傍聴できます。

　また、定例会の録画映像をインターネット

でも配信しています。広野町ホームページま

たは、右のＱＲコードからアクセスできます

ので、ぜひご視聴ください。

広野町ホームページ

https://www.town.hirono.fukushima.jp/
議会映像ホームページ

http://hirono.k-quick.net/

議会の様子を見てみませんか？



●
発
行
／
福
島
県
広
野
町
議
会　

〒
９
７
９

－

０
４
０
２　

福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
大
字
下
北
迫
字
苗
代
替
35　

●
編
集
／
広
野
町
議
会
広
報
委
員
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
０

－

27

－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

委
員
会
の
活
動
に
望
む
こ
と
は
？

２
つ
の
特
別
委
員
会
設
置

２
つ
の
特
別
委
員
会
設
置

編

　集

　後

　記

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す

　

令
和
３
年
第
３
回
定
例

会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

 

雨
が
続
い
た
後
に
残
暑

が
厳
し
い
中
で
の
開
催
で

し
た
。

 

こ
の
議
会
で
注
目
さ
れ

た
議
案
は
「
広
野
町
農
業

委
員
会
委
員
の
任
命
に
関

す
る
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」
で
し
た
。

 

６
月
議
会
で
否
決
さ
れ

た
た
め
に
９
月
に
改
め
て

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

 

広
野
町
の
農
業
の
前
向

き
な
推
進
の
た
め
に
大
切

な
存
在
で
あ
る
農
業
委
員

会
委
員
の
任
命
に
適
切
で

あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
で

し
た
。

 

そ
し
て
、
最
も
問
題
で

あ
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
し
て
の
質
問
が

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
議

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

 

37
例
目
ま
で
増
え
ま
し

た
が
そ
の
後
増
え
な
い
状

況
は
続
い
て
い
る
の
で
、

町
の
対
策
も
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議

会
運
営
の
骨
格
と
な
る
「
広
野
町
議
会
基
本
条
例
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
と
「
道
の
駅
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
よ
り
期
待
あ
ふ
れ
る
声
を
頂
き
ま
し

た
。

秋田　賢治さん
（折木）　　　　　　　

大和田　一政さん
（下北迫）　　　　　　　

　

広
野
町
議
会
に
お
い
て
議
会

基
本
条
例
が
策
定
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
分
か
り
づ
ら
く
、

近
寄
り
が
た
い
議
会
が
、理
念
・

原
則
・
制
度
な
ど
基
本
的
事
項

が
定
め
ら
れ
、
町
民
に
身
近
に
、

分
か
り
や
す
く
参
加
で
き
る
こ

と
を
願
い
た
い
。

　

し
っ
か
り
勉
強
し
発
言
さ
れ
、

積
極
的
な
情
報
発
信
よ
り
、
魅

力
あ
る
議
会
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

南
に
１
㎞
地
点
に
山
を
削
っ

た
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

約
８
億
円
も
の
大
金
を
投
じ

て
創
ろ
う
と
し
た
、
み
ち
の
駅

工
事
跡
地
で
す
。

　

町
民
誰
も
が
思
う
無
残
な
現

状
を
見
た
時
、
何
を
考
え
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

８
億
円
町
民
の
た
め
に
使
え

る
な
ら
、
す
ば
ら
し
い
町
で
す
。

　

町
民
一
人
一
人
が
知
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

中
途
半
端
な
み
ち
の
駅
工
事

を
、
是
非
議
会
一
致
団
結
し
て
、

解
明
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長　

北
郷
幹
夫

広
報
委
員
会

委

員

長  

阿
部
憲
一

副
委
員
長　

渡
邉
正
俊

委　
　

員　

小
磯
利
雄

委　
　

員　

畑
中
大
子

委　
　

員　

北
郷
伯
弘

 

発
議
と
な
っ
た
「
コ
ロ

ナ
禍
の
厳
し
い
財
政
に
財

源
を
求
め
る
意
見
書
」
他

２
件
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
議
会
基

本
条
例
の
制
定
を
検
討
し
、

活
発
な
議
会
活
動
を
行
え

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

 

（
畑
中 

大
子
）

実った80周年みかん




